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拓殖⼤学北海道短期⼤学 
 

新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌に向けた学⽣の皆さんへのお願い 
 

ご承知のとおり、国内では⾸都圏等を中⼼に感染者が急増し、また世界各国においても感染拡⼤
が続いており、その終息が⾒通せない状況となっています。さらに先般、本州の⼤学において、海
外から帰国した学⽣やその接触者の中にも感染が判明したところです。 

こうした中、拓殖⼤学北海道短期⼤学では、別紙「拓殖⼤学北海道短期⼤学における新型コロナ
ウイルス感染症に対する当⾯の対応（第1版）」を策定、本学ホームページでも公開して感染防⽌
に向けて対応しているところです。 

学⽣の皆さんには、新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌に向け、ご⾃⾝の⼤切な命と健康、暮
らしを守るために、とくに次の事項について、ご理解とご協⼒をお願いします。 
 
１．朝晩の体温および体調を「健康観察シート」（別紙2）に記録してください。体温を測定する

ことによって、⾃分の平熱を理解し、体調の変化に気づくことができます。記録したシート
は、授業開始後に、必要に応じ提出することになります。 

 
２．特に春休み期間に、海外旅⾏や海外留学等で渡航した学⽣の⽅は、本学事務部学務学⽣課 

（電話：0164-23-4111、メール：gakusei@takushoku-hc.ac.jp）に連絡をお願いします。 
また、帰国して２週間は体調管理を⾏い、体調に変化があった場合には、帰国者・接触者相談セ
ンターにご相談してください。 

 
３．外出する際の３つの留意事項です。外出の際は、必ずご確認ください。 
 

① 体調は⼤丈夫？⾵邪気味ではありませんか？ 
⾵邪の症状に似ているので、のどの痛み、咳、発熱などがある場合は、外出しないよ

うにしてください。 
② ⼈が⼤勢集まり、⾵通しが悪い場所ではありませんか？ 

換気が悪く、不特定多数の⼈が密に集まるような空間は、感染リスクが⾼いことか
ら、その規模の⼤⼩に関わらず、避けてください。 

③ 感染リスクを下げる⽅法をご存じですか？ 
会話は、⼿を伸ばして相⼿に届かない程度の距離をとるか、⾃分から⾶沫を⾶ばさな

いようマスクを装着することが望ましいとされています。 
 
４．次の３つの条件が同時に重なった場に近づくことは避けてください。 
 

① 換気の悪い密閉空間 
窓のある環境では、可能であれば２⽅向の窓を同時に開け、換気をしてください。 

② 多数が集まる密集場所 
⼈が多く集まる場合には、会場の広さを確保し、お互いの距離を１〜２メートル程度

開けるなどして、⼈の密度を減らしてください。 
③ 間近で会話や発声をする密接場⾯ 

周囲の⼈が近距離で発声するような場を避けてください。やむを得ず近距離での会話
が必要な場合には、⾃分から⾶沫を⾶ばさないよう、咳エチケットの要領でマスクを着
⽤するなどしてください。 
 

５．これらに加えて、こまめな⼿指衛⽣と咳エチケットの徹底、共⽤品を使わないことや使う場合
の⼗分な消毒は、感染予防の観点から強く推奨されていますので、励⾏してください。 


